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春の日差しが心地よく感じられる中、本日、ここに２６１名の新入生が入学いたしました。新入生の 

皆さん、入学おめでとうございます。私たち教職員・在校生一同、皆さんの入学を心より歓迎いたします。

また、ＰＴＡ会長の菅原様をはじめ、山の手小学校の谷校長先生、山の手南小学校の古川校長先生、 

琴似小学校の永洞校長先生、学校評議員の皆様、地域関係者の皆様、ＰＴＡ役員の皆様、並びに保護 

者の皆様に御臨席を賜り、第７９回入学式をこのように盛大に挙行できますこと、誠に喜ばしく、心 

より感謝申し上げます。 

さて、今日から中学生としての第一歩を踏み出す新入生の皆さん。今、皆さんは中学生になった喜び 

と、これから始まる新しい生活への期待で胸がいっぱいのことと思います。早く中学校生活に慣れ、先 

輩たちが築いてきた素晴らしい校風や伝統を学び、それを受け継ぎ、発展させてくれることを心から願 

っています。 

ここで、本日の入学にあたり、私の想いを二つお話しさせていただきます。 

一つ目は、「様々なことに積極的にチャレンジしてほしい」という想いです。 

これは、本校の教育理念である「開拓精神」に込められた想いでもあります。開拓精神とは、挑戦し 

て新しいものを生み出す力のことです。皆さんには、本校の歴史と伝統を尊重しつつ、新しい方法を試 

みたり、柔軟な発想をもったりして、さらに発展させてほしいと思います。また、野球界で日本代表チ 

ームや日本ハムファイターズの監督を務めた栗山英樹さんは、「やるかやめるか、それで言えば、やめ 

るのは一番簡単な決断だ。難しいからやめよう、不安だからやめよう、そうしていれば確かにリスクは 

回避できるかもしれない。でも、決して前には進めない。」という名言を残しています。 

皆さんには、ぜひ失敗を恐れずに挑戦し続けてほしいと思います。 

私たち教職員は、常に共感的・肯定的なメッセージを伝えながら、皆さんの活動を見守り、チャレン 

ジする姿勢を応援していきます。 

二つ目は、「自分も仲間も大切にし、個性を認め合い、笑顔があふれる学校を築いてほしい」という 

想いです。 

そのために意識したい言葉として、札幌市の中学生の手によって創り上げられた、さっぽろっ子宣言 

「プラスのまほう」があります。この「プラスのまほう」という言葉には、ものごとを明るく前向きに 

考える｢プラス(PLUS)」の思いを大切にして、札幌の街に明るいまほうをかけたい、さっぽろっ子一人 

一人が、自分もみんなも大切にして、個性を認め合い笑顔があふれる学校にしたい、という思いが込め 

られているのです。皆さん一人ひとりは、それぞれのよさや可能性を持っています。そして、皆さんは、

とても大切な存在です。 

ぜひ、他者を自分と同じくらい大切な存在として尊重し、互いに励まし合いながら温かい人間関係を 

築き、充実した学校生活を送ってください。 

私たち教職員は、皆さんの声に耳を傾け、一人ひとりを大切にしながら、充実した学校生活を支えて 

いきます。皆さんが、先輩方や先生方と一緒に、琴似中学校の新しい歴史と伝統を築いてくれることを 

楽しみにしています。 

最後になりましたが、保護者の皆様、お子様の御入学、誠におめでとうございます。中学校の三年間 

は、心身ともに成長著しく、悩みも多い多感な時期でもありますが、学校、家庭、地域が手を携えて、 

子どもたちの成長を支えていきたいと考えております。今後とも、本校の教育活動に御理解と御協力を 

賜りますよう、心よりお願い申し上げ、式辞といたします。 

                          

令和７年４月９日 

                         札幌市立琴似中学校長 伊藤 彰英 

開拓精神 

札幌市立琴似中学校 学校だより 



 

 

 

 

 

 

 

 

 


